
金
揮
官
蹟
志
巻
五

O
鶴
，丸
鍾
棲

即
日
務
中
披
中
非
常
の
筒
、
早
鐙
の
矯
に
鶴
，丸
の
林
中
に
鐙
を
釣
り

也
か
れ
た
り
。
延
寅
八
年
九
月
三
，
丸
帯
人
へ
の
建
牲
に
、
御
披
下
火

都
之
刻
、
大
本
建
吉
は
勿
論
、
穏
述
く
共
御
披
風
下
陀
て
気
治
ひ
K

候
と
被
=
仰
出
-
次
第
、
三
，
御
丸
早
錨
っ
か
せ
可
v
申一
E

K
。
叉
三
之
御

丸
平
鎚
っ
か
せ
被
ν
申
候
は
ど
‘
時
鎚
つ
宮
中
者
へ
申
渡
.
時
銘
を
も

早
錦
に
つ
か
せ
可
ν
紋
v

申
。
御
按
中
役
所
L
K
L
K

へ
龍
出
候
人
ぺ
大
形

出
揃
巾
体
に
候
は
ピ
‘
雨
所
早
鎖
可
ν
止
皆
可
ν
被
昌
申
渡
↓
と
あ
り
。
元

総
十
年
四
月
の
迷

E
陀
も
、
御
披
近
吉
火
事
之
時
分
は
‘
閉
サ
錆
っ
か

せ
可
v
中
。
と
あ
り
。
按
A
Y
る
花
、
右
述
書
に
て
見
れ
ば
、
延
貨
の
頃

は
=
一，丸
K
鎮
雄
あ
り
し
を
、
後
陀
伯
J

丸
へ
移
さ
れ
し
も
の
也
。
年

剛山民
、
享
保
十
年
二
月
金
滞
時
鎖
鍛
芭
K
付
.
本
月
五
日
八
時
よ
り

紡
，丸
の
早
鋭
を
用
ひ
ら
れ
‘
早
鎖
の
代
り
は
天
徳
院
の
鎚
を
釣
用

ひ
ら
る
。
同
十
二
年
八
月
時
鎖
叉
響
き
出
来
、民
間
直
に
付
、鶴
，
丸
の
早

鎖
E
時
鎖
と
釣
替
ム
。

と
見
'位
、
加
藤
惟
貨
の
耐
剛
山
私
紀
K
.
明
和

七
年
丸
月
四
日
.
先
年
抽
出
後
鶴
，丸
之
早
鈍
を
時
銘
に
被
ν
問
候
底
.

相
削
瓦
時
錯
銭
替
出
来
に
付
、
今
日
時
館
所
へ
持
付
く
。
と
あ
り
。
右

先
年
焼
け
た
る
と
は
.
質
勝
九
年
四
月
十
日
の
大
火
花
誠
内
へ
延
焼

即
ち
今
云
ム
百
間
期
の
向
う
な
る
期
総
.
弘
正
ち
ょ
ぼ
が
井
の
傍
一
な
る

石
垣
の
上
怠
る
塀
縦
に
あ
り
。
金
城
深
秘
机
剛
氏
一
耳
ふ
。
水
，手
門
は
、

御
汎
母
の
池
の
傍
.
懸
塀
の
入
口
な
り
。
巡
他
の
水
汲
む
事
も
可
v
有
ν

之
に
付
、
水
J

手
と
名
付
く
。
と
い
へ
り
。
娯
宇
る
に
、
間
見
雑
録

K
.
金
調
印
披
水
，
乎
の
傍
に
利
長
卿
の
御
臨
所
あ
り
た
る
よ
し
記
賊

す
れ
ば
、
民
長
以
前
よ
り
水
，
手
と
呼
ぴ
た
り
と
間
ゆ
。
右
ゐ
ち
ょ
ぼ

が
井
は
、
い
に
し
へ
御
賠
水
と
て
、
利
長
卿
の
時
代
被
一
-
召
上
-
用
水

た
り
し
ゅ
主
に
、
共
の
往
来
の
門
を
ぽ
、
水
，乎
門
と
呼
ぴ
た
る
も
の

也
。
金
城
深
秘
鍬
に
・
蓮
池
掘
の
水
を
汲
め
る
白
い
へ
る
は
非
也
。

O
お
ち
ょ
ぼ
が
井

水
，乎
門
の
外
、
蓮
池
郷
の
期
総
た
る
古
井
陀
て
、
今
一
耳
ム
百

m朔

従
来
よ
り
、
向
う
陀
見
ゆ
る
井
筒
な
る
井
戸
是
な
り
。
共
の
闘
如
v
下。

貸
出
府
火
災
前
の
披
固
に
絞
ν
之
た
り
。

=
一州
各
跡
誌
K
云
ふ
。
h
d

ち
ぽ
が
井
は
反
巴
柚
刊
の
下
に
あ
り
。
昔
本

願
寺
末
苛
と
の
城
地
に
あ
り
し
頃
、
御
堂
幼
主
の
際
油
開
寺
の
下
女
h
N

ち
ょ
ぼ
と
い
ふ
女
、朝
夕
汲
み
た
る
列
な
り
。
前
同
家
に
成
り
、
利
長

卿
の
時
ま
で
御
勝
水
陀
な
り
た
る
よ
し
一
広
ひ
仰
へ
た
り
と
。
三
州
芯

副
市
図
概
党
附
録
K
一
式
ム
。
俗
諺
に
一
耳
ム
。
た
ち
ょ
ぼ
が
井
は
即
時
敵
按

金
滞
古
蹟
志
結
五

四

し
た
る
を
い
へ
り
。
此
の
時
櫛
現
堂
の
時
錦
、
越
後
屋
敷
に
釣
り
低

か
れ
し
底
火
花
慌

p.
依
っ
て
制
吟
丸
の
早
鎚
を
ば
.
w'品
分
時
鐙
に
用

ひ
ら
れ
、
明
和
七
年
に
至
り
時
鎚
の
焼
け
た
る
聖
鉛
直
し
、
元
の
櫛

現
堂
銃
拠
所
へ
懸
け
ら
れ
、
時
鎖
陀
設
分
周
ひ
ら
れ
し
俗
，丸
の
早

鎚
を
ば
.
是
も
元
の
ご
と
く
俄
，
丸
の
餓
桜
へ
懸
け
し
め
ら
れ
し
と

也
。
此
の
鏑
明
治
由
国
務
の
際
取
除
か
ら
れ
し
と
い
へ
り
。

O
鶴

丸

虎

石

三
州
志
来
図
掘
削
究
附
机
叫
に
云
ム
。制問，
丸
に
古
へ
虎
文
の
石
あ
り
。
虎

石
と
践
す
と
一
耳
ふ
。
平
次
按
十
る
に
‘
此
の
石
は
‘

m
N
地
砲
斡
の
可

視
小
設
に
・
金
調
陣
披
中
鶴
，
丸
に
虎
石
と
て
、
虎
の
門
有
v
之
石
あ
り

と
紙
せ
た
れ
ば
、
卒
保
の
頃
ま
で
も
あ
り
し
と
聞
ゆ
。
金
披
深
秘
録

に
も
、
鈴
，
丸
に
虎
石
と
て
、
出
仙
の
斑
有
v
之
石
.
戸
室
山
よ
り
釣
り

出
し
有
り
と
云
々
。
さ
れ
ば
n

北
は
も
と
戸
市車山
よ
り
、
披
中
普
酬刷用

に
釣
り
出
し
指
置
き
た
る
石
に
て
、
虎
文
の
斑
あ
る
寄
石
丸
な
る
が
故

に
、
記
録
陀
戦
せ
た
る
な
る
べ
し
。
戸
室
山
よ
り
寄
石
を
釣
り
出
せ

る
訴
は
、
石
引
町
の
僚
に
搬
す
。

O
水

，
手

門

鈎
，
丸
よ
り
東
，
丸
の
石
垣
下
へ
出
づ
る
往
来
の
小
門
に
て
.
蓮
池
痢

hv

川
門

。
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